

































A Study on Effective Teaching Method for Acquisition of Song Technology of 









































































































































































                    （単位：人数） 
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②苦手　 2名（4.7％） ②歌っていない  2名（4.7％）
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た （Ｃ）優しく歌えるようになった （Ｄ）きれいに歌えるようになった （Ｅ）気持ちを込めて歌えるようになっ
た （Ｆ）気を付けて鼻濁音にして歌おうとするが難しい （Ｇ）鼻濁音を意識するようになった （Ｈ）歌詞の意味
を伝えられるようになった （Ｉ）自然な言い方に言えるようになった （Ｊ） 歌いやすくなった （Ｋ）表情豊かに
歌えるようになった （Ｌ）お腹で支えて歌えるようになった （Ｍ）滑らかに歌えるようになった （Ｎ）人の話し
方や歌い方が気になるようになった （Ｏ）普段の会話でも気を付けるようになった （Ｐ）発声に気を付けて歌え
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